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平成２７年７月臨時教育委員会会議録 

 日      時  平成２７年７月３０日（木）  午後１時３０分～午後５時１１分 

 場      所  秦野市役所本庁舎４階議会第１会議室 

 出席委員 
 委員長 望月 國男  委員長職務代理者 髙槗 照江 

 委 員 飯田 文宏  委 員 内田 晴久  教育長 内田 賢司 

 欠席委員  なし 

 委員以外 

 の出席者 

教 育 部 長 水野 和成 

教育総務課長 山口  均 

教育指導課長兼 

教育研究所長 柏木 荘一 

 

教育総務課課長代理（庶務担当） 鈴木 利昭 

教育総務課庶務担当主任主事 水野 統之 

教育指導課指導主事 横山  潔 

教育指導課指導主事 高橋 明久 

 傍聴者  １９名 

 会議次第 

 ７月臨時教育委員会会議 

 

日 時 平成２７年７月３０日（木）  

午後１時３０分         

場 所 秦野市役所本庁舎４階議会第１会議室     

 

次     第 

１ 開  会 

２ 議  案 

（１） 議案第１８号 平成２８年度に使用する中学校の教科用図書の採 

択について 

（２） 議案第１９号 平成２８年度に使用する小学校の教科用図書の採 

択について 

（３） 議案第２０号 平成２８年度に使用する学校教育法附則第９条に 

よる教科用図書の採択について 

３ その他 

４ 閉  会 

 会議資料  別紙のとおり 

 

望月委員長 それでは、ただいまから臨時教育委員会会議を開催いたします。 

お手元の会議次第に沿って進めさせていただきます。 
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今回の会議は、議案第１８号「平成２８年度に使用する中学校の教科

用図書の採択について」、議案第１９号「平成２８年度に使用する小学

校の教科用図書の採択について」及び議案第２０号「平成２８年度に使

用する学校教育法附則第９条による教科用図書の採択について」の３本

です。 

まず、議案第１８号「平成２８年度に使用する中学校の教科用図書の

採択について」、提案理由の説明を事務局からお願いします。 

 教育指導課長 それでは、議案第１８号「平成２８年度に使用する中学校の教科用図

書の採択について」のご説明をいたします。 

本議案は、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第１

３条第１項により、平成２８年度秦野市立中学校で使用する教科用図書

を採択していただきたく、提案するものでございます。 

これまで、教育委員会会議で議決していただきました採択基本方針に

従って、秦野市教科用図書採択検討委員会を設置し、採択に向けた調査

検討を行いました。この検討委員会は、第１回を５月１１日に開催し、

調査研究の進め方などについて協議をしました。第２回は７月１０日に

開催し、各種目調査員からの教科用図書の調査研究結果の報告を受け、

平成２８年度に中学校で使用する１５種目についての検討を行いまし

た。この報告については、７月１７日付で、秦野市教科用図書採択検討

委員長より、報告書として教育委員会に提出され、委員の皆様にも同日

送付させていただきました。 

本日の会議では、まず採択検討委員会の検討結果報告をご報告申し上

げます。その後、協議の上、種目ごとに１者の教科用図書を採択してい

ただきたいと思っております。 

望月委員長 ありがとうございました。 

これまで、中学の教科用図書の採択について、教育委員長の私あて、

あるいは教育委員会あてに、請願、要望、意見書等、全部で１２件出て

おります。それらについては、これまでの定例教育委員会会議の際など

に配布され、皆様に届いていると思います。 

さて、採択に当たっては、まず、中学校で使用する教科用図書につい

て種目ごとに事務局から説明を行い、それを受けて我々教育委員で協議

し、その後、昨年度と同様に、記名投票にしまして、その一番投票数が

多かった１者に決定する、こういう方法で進めていきたいと思いますが

いかがでしょうか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、委員の皆さんには既に教科書をよくご覧いただいておりま

すし、各教科については採択すべき教科書を考えておられるとは思いま

すが、事務局の説明を聞いた上で意見交換、議論をしていただき、投票
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で決定をいたしたいと思います。 

なお、票が割れた場合、最も多い得票でも過半数を超える３票までに

至らなかった場合は、再度意見交換、議論をしていただき、再投票を行

うということにしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 投票することとなりましたので、立会人を指名したいと思います。髙

𣘺委員長職務代理に立会人をお願いしたいと思いますが、よろしいです

か。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、髙𣘺委員に立ち会いをお願いいたします。 

また、すべての種目の記入が完了した時点で第１８号議案をお諮り

し、そこで採決を行うということにいたしたいと思います。それでよろ

しいですか。 

  ―異議なし― 

 教育指導課長 お手元の資料の一覧表にございます教科用図書は、すべて文部科学省

による検定済みの図書です。各者それぞれ学習指導要領の目標に沿いな

がら、工夫した編集がされております。 

第２回秦野市教科用図書採択検討委員会において、各教科・種目別に

出ております教科用図書について、すべての教科・種目に共通する観点

として、教育基本法、学校教育法及び学習指導要領との関連、あるいは、

かながわ教育ビジョンとの関連、内容、構成や分量、装丁、表記、表現

について、各教科や種目別の観点による内容について協議を行っており

ます。その結果については、お手元の報告書にあるとおりです。その概

要について、簡潔にご報告させていただきたいと思います。 

 国語は、発行者が、東京書籍、学校図書、三省堂、教育出版、光村図

書の５者になります。 

教科・種目別の観点としましては、「話すこと・聞くこと」「書くこ

と」「読むこと」について、教材の内容及び学習指導要領に示された言

語活動例は適切に取り上げられているか。「伝統的な言語文化と国語の

特質に関する事項」について、教材は適切に取り上げられているか。読

書に親しむ態度を養うための適切な配慮が見られるか。また、目的に応

じた読書のための教材が適切に取り上げられているかになります。 

 教科用図書採択検討委員会の主な意見ということでご報告させてい

ただきます。東京書籍は、紹介されている本の冊数が多く魅力的と感じ

る。小学校は学習の中で聞く・話す・意見を交換するということを意識

して取り組んでいるので、中学校でもこのような話し合う場面を継続し

ていることがよいと思う。小学校とのつながりを考えると、東京書籍の

聞く・話す・話し合うという取り上げ方はスムーズに移行できると思
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う。また、領域別に色分けした構成はわかりやすくていい工夫だと思う。 

東京書籍は小学校とのつながりを意識していてわかりやすいと思う。東

京書籍は文字が並ぶだけでなく全体の構成が工夫されていると思う。教

育出版は小・中学校のつながりで見ると漢字の取り上げ方で工夫が見

られると思う。小中学校のつながりを考え、生徒が困らないようにする

配慮も必要だと思う。 

以上でございます。  

望月委員長 ご意見、ご質問等お伺いしたいと思います。いかがでしょうか。 

飯田委員 私も小中学校に子どもがいますが、自分の子供に限らず、最近子ども

の読書時間が減ってきていると感じています。読書は、子どもの心を豊

かにし、様々な知識や将来役立つ視点を与えてくれるものと考えていま

す。子どもが多くの本に出会い、読書を通して将来の可能性を広げるこ

とができるのがよいと思っています。そういう視点から、東京書籍は、

本を３００冊以上掲載しているということで、子どもの読書への意欲や

気持ちが広がって、この点は大変良いと思っています。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

内田委員 国語の教科書についてですが、どれも日本の伝統的な言語文化に触れ

ているということで、どれも良い教科書だなというように思いますけれ

ども、前回もそうだったかと思うのですが、光村図書は、日本の伝統色

を一覧にしていたりして魅力を感じていますし、３年生では、国語史も

記載されているということで特色としては良いかなというように感じ

ています。また、飯田委員がお話しされたように東京書籍についても、

３０５冊の紹介本があったりだとか、なによりもよいのは、１年間で学

ぶ国語の内容というものが、綴じ込みのようになっていて、国語という

とどうしても文章を読んだり、漢字を覚えたりということになりがちな

のですが、学ぶことのテーマが紹介してあることはとても良いのかなと

いうように思います。さらに資料編には、古典作品も多数紹介してあっ

て、生徒が関心を高めるうえでは良い教科書だなというように思いま

す。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

髙槗委員 私もどの教科書も読みやすく作られているというのが第一印象です。

その中でも、教育出版は、落ち着いた印象で、言葉にこだわりをもって

つくっておられるなということを強く感じました。また、巻頭でこの教

科書の使い方が示されておりまして、学びの重点として、教材ごとに何

を学べるかが説明してあります。主体的に学習に取り組む態度が身につ

くのではないかと思いました。また、東京書籍でもそれぞれ学ぶ目標が

示されていて、生徒が目的をもって学習に取組む工夫がされていると考

えました。また、飯田委員、内田委員が言われましたように、読書案内
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も大変充実しており、大変ためになると思いました。また、教材の中で

は、「少年の日の思い出」や「走れメロス」などいろいろな発行者の中

で同じものを扱っているものが多々あります。その中でも東京書籍の挿

絵等の効果がすばらしく、とても強いインパクトを感じました。中学生

が読み物を読む場合、そのような効果が大事だと思いますので、東京書

籍が良いと感じております。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

教育長 皆さんがおっしゃられたように、それぞれの教科書がそれぞれの工夫

をされているとつくづく思いますが、その中で教育出版の１年生の巻末

を見ましたら、小倉百人一首がすべて掲載されているという特色があり

ます。改めて古典というものに興味を持つきっかけになるのかなという

思いがしました。それから同様に古典作品への誘いということで１年２

年３年それぞれに古事記ですとか、方丈記ですとか、あるいは古今和歌

集ですとかそういう扱いで取り扱ってる。それから伝統芸能への誘いと

いうことで、落語と歌舞伎と狂言という、そういったこともやっている

ということで、そうしたことに対する興味を引くように意識して編集さ

れているなというように思いました。それから、三省堂は、「日本文学

名作集」ということで、それぞれの作品の冒頭部分を年代順に紹介して、

これもまた興味を引くような仕組みを作っておられる。それから、光村

図書は、先ほど内田委員も言われていましたけれども、日本の伝統色と

いうことで、色々の言葉ということで、１年生が緑、２年生が赤、３年

生が青という色の微妙な違いを表現しておりまして、国語でなぜという

気もしたんですが、改めて日本語でいうところの色の違いというものを

あえて扱っている、それもまた一つの特色かなと思いました。また、調

べてみたいと思った時にさらに学習を広げることのできる仕掛けとい

うのはどの教科書にもあるわけですけれども、そういう中では東京書籍

は、巻頭に１年生の四季を楽しむ言葉、２年生は四季を彩る言葉、３年

生が四季を味わう言葉という形で掲載をしております。レポートや手紙

の書き方、他教科の学習や実生活につなげる教材もありますし、また、

小学校では東京書籍を使用しているわけですが、接続という意味では東

京書籍というものもいいのではないのかなという考えに至っておりま

す。 

望月委員長 それでは私の方ですが、東京書籍の巻頭にある教科書の使い方、これ

は非常にわかりやすいと思いました。それから生徒につけたい力を明確

にして、教材を扱っているということを読み取ることができました。光

村図書は、各学年の巻末資料に、文学的な文章を読むために、それから

説明的な文章を読むためにと、これらは発達段階を踏まえた作品、文書

を読むためのポイントを示していて、内容理解や作品の読み方を深める
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のに大変役に立つのではと思います。それから、どの学年もそうですが

語彙指導というのがありまして、各学年の巻末資料に１年生が感想を表

す言葉とか、２年生が感情を表す言葉とか、あるいは３年生は抽象的な

言葉というのがあります。こういったものが生徒が実際の作文で使用で

きる語彙一覧であって、各学年の指導に役立つのではないかとそういっ

た印象を持ちました。 

ほかにありますか。 

よろしければ、投票に移りたいと思いますが、よろしいですか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、国語について投票を行います。投票用紙の配付をお願いし

ます。 

 ―投票― 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

望月委員長、光村図書。髙𣘺委員長職務代理、東京書籍。内田委員、 

東京書籍。飯田委員、東京書籍。内田教育長、東京書籍。 

以上でございます。 

望月委員長 それでは開票の結果、中学校の国語につきましては、東京書籍４票、

光村図書 1票で、東京書籍に決定いたしました。 

続いて、中学校書写について移りたいと思います。 

事務局から説明をお願いします。 

 教育指導課長 書写の発行者は、東京書籍、学校図書、三省堂、教育出版、光村図書

の５者になります。 

教科・種目別の観点といたしましては、毛筆と硬筆の教材例及び字形

や配列、運筆など基礎的な事項に関する教材例について適切に取り扱わ

れているか。楷書、行書、漢字、仮名の分量とその配分は適切であるか。

文字文化や社会生活との関連を図った教材例は適切に取り扱われてい

るかになります。 

 教科用図書採択検討委員会の主な意見ということでご報告させてい

ただきます。書く時のお手本だけではなく、見てわかるような記載、例

えば東京書籍や教育出版の色や音で書く時の手がかりがあるものがよ

いと思う。小学校の採択の時に「トン・スー・ピタ」という擬音表現は

力加減が伝わりやすいと話題になり、今回の中学校も東京書籍のこの取

組みはよいと思う。教育出版は、「日本建築と書」の中で掛け軸などが

紹介されていてよいと思う。光村図書の資料は面接シートや数字、アル

ファベットの取り扱いがあり、魅力的であると感じた。指でなぞって大

きさ感覚をつかませるためには、原寸大の手本が有効ではないかと思

う。また、小学校の教科書は大判なので、中学校１年生では小さな手本

をもとに大きく書くことは難しいと思う。 
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以上でございます。 

望月委員長 ありがとうございました。 

以上の説明ですが、ご意見、ご質問等ありますか。 

教育長 すべての教科書を見て、印象的に思いましたのは、それぞれに常用漢

字表が載っているんですけれども、小学校中学校で２，１３６文字を、

小学校１，００６文字、中学校１，１３０文字と別々に掲載していると

ころと、色分けで全体を載せているところと違いが教科書の中にありま

した。それと合わせて、行書体だけのところと、それから楷書体も載せ

ているところと、あるいは東京書籍でしたか、人名漢字表８６２という

ものを載せているところもあるというそれぞれに個性、特性というもの

があるんだなということを知ったわけですが、そういった中で先程の説

明の中にもありました、昨年の小学校の採択の時にもありました東京書

籍の「トン・スー・ピタ」という擬音表現、これはやはり毛筆の筆運び

について力の加減を直接体でわかるという意味でそうした工夫が良い

のではというように思いました。 

それから学校図書の毛筆の手本が半紙の大きさに近いサイズを掲載

してあります。これも大きさを感じることができて良いのかなと。また

各学年の最後に書初めをしようという表記で手本を示している、これも

大変わかりやすくなっているのかなというような気がいたしました。 

望月委員長 ほかにどうですか。 

内田委員  書写ということで、学校図書は、篆刻などは自分で書いたものを自分

のものとして意識していくうえで、おもしろいなと感じたり、手本のサ

ンプルも多いのかなという印象を受けています。ただ東京書籍の方が、

中身を見るとはがきとか手紙とか日常生活にそのまま応用できる教材

が多いのかなと思います。 

また、先程、国語の方で東京書籍ということになりましたが、同じ発

行者であればつながりも出てくるのかなという気もしておりまして、私

の印象では、東京書籍が一番よかったなと思っております。 

望月委員長 それでは私の方ですが、三省堂は考えを話し合おうというところから

入って、振り返ろうで終わっているわけですけれども、こういった工夫

というのは主体的に学べる配慮が覗えました。また、東京書籍の資料ペ

ージにある「いろいろな書式」の中で、はがきのあて名の書き方が手本

として載っていますし、相手の住所や名前、自分の住所と名前の位置、

各順番まで丁寧に載せているなと思いました。さらにエアメイルもあり

まして、グローバル社会が進む中で、これから世界とのつながりを増す

子どもたちにはとても参考になるのではないかなと感じました。 

髙槗委員  私も、楷書の書き方については東京書籍が、「トン・スーピタ」でわ

かりやすく説明されていると思います。 
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また、光村図書も筆使いを濃淡で表していまして、筆圧が数字で１、

２、３と書かれているのでよくわかるのではないかと思います。また、

日常生活に使える「のし袋」「封筒」などの実務的な内容は、「日常の

書式」というページが用意されておりまして、光村図書がすごく充実し

ていると感じました。特に往復はがきの書き方などでは、自分に宛てら

れた敬称などは二重線で消すということまで書いてあります。最後の方

には、常用漢字一覧表がありますが、そこでは楷書と行書の両方の書き

方が示されておりまして、楷書と行書の使い分けの際に、大変役立つの

ではないかと思います。 

飯田委員 先程、採択検討委員会の中でも触れていましたが、教育出版の日本建

築と書というところですが、掛け軸や扁額、屏風、昔の家でしたら、必

ず床の間があって、そこに掛け軸がかかっていた、そこが書と芸術を結

びつけるといった感じで魅力を感じました。 

毛筆では、書くときに擬音などが使われていて、わかりやすく示され

ているのがよいと思いました。もう一つ、東京書籍の方ですが、こちら

も毛筆の手本の横にインデックスがあり、書く時のポイントが示されて

いて、これも大変良いと感じました。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

それでは投票に移りたいと思いますが、投票に移ってもよろしいです

か。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、書写について投票を行います。投票用紙の配付をしてくだ

さい。 

 ―投票― 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

望月委員長、東京書籍。髙𣘺委員長職務代理、光村図書。内田委員、

東京書籍。飯田委員、東京書籍。内田教育長、東京書籍。 

以上でございます。 

望月委員長 それでは開票の結果、中学校書写につきましては、東京書籍が４票、

光村図書が１票。よって東京書籍に決定いたしました。 

続いて、中学校社会、地理的分野に移ります。 

事務局から説明をお願いします。 

 教育指導課長 社会 地理的分野の発行者は、東京書籍、教育出版、帝国書院、日本

文教出版の４者になります。 

教科・種目別の観点としましては、諸資料に基づいて多面的・多角的

に考察するために、社会的事象に関する基礎的な知識や技能等を習得さ

せるよう配慮されているか。思考力・判断力・表現力等の能力育成につ

いて配慮されているか。統計その他の資料は、最新のもので、信頼性が
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あり、生徒の発達の段階に即しているかになります。 

 教科用図書採択検討委員会の主な意見ということでご報告させてい

ただきます。教育出版のカラーユニバーサルデザインは、地図の隣どう

しを同じ色彩にしないような配置で見やすくなっていると思う。地域学

習の関東地方のところでは、神奈川県、できれば秦野市が扱われている

ものを使いたいと思う。帝国書院は、レイアウトや文字の大きさなどが

読みやすい紙面だと思う。帝国書院の冒頭の世界や日本の諸地域の学習

や写真を中心としたページを設けている部分はインパクトがある。東京

書籍の見開き１単位時間ごとに構造化されている部分については、教師

も生徒も取り扱いやすいと思う。東京書籍は、5単位時間の予備時間を

設け、柔軟な指導計画が可能になっている。 

以上でございます。 

望月委員長 以上の説明でありますが、ご意見、ご質問等お願いします。 

教育長 学習指導要領の中で、思考力、判断力、表現力等を育成する観点から、

言語活動の充実を図ることに配慮することが求められていますが、どの

教科書も説明や要約、自分の言葉で表現するなどの学習活動を行えるよ

うに大変工夫されているという印象を受けました。 

その中で東京書籍が、教科書の見開きで学習の導入から課題づくり、

まとめ、発表というところまで示してまして、学習の流れが把握しやす

いのかなと思います。それから同様に地理のスキルアップですとか、地

理にアクセスといったこういう表記で、課題ですとか関連する項目に発

展させるという仕組みが作ってあり、工夫されているなという印象を持

ちました。 

望月委員長 私は、帝国書院はレイアウトや文字の大きさが読みやすい紙面になっ

ているのではないかなと思います。また、竹島や尖閣諸島などの日本の

固有領土としての記載をしている、これはどの教科書もしているわけで

はありますが。帝国書院では、竹島について、地図上の位置だけでなく

そこで漁をしている昭和初期にとられた写真も掲載して、現状について

の説明を加えていて、同時に現在の写真だけでなく、過去の写真を掲載

してわかりやすくする、子ども達に理解しやすいようにしているという

工夫があって良いかなと思っています。 

ほかにどうでしょうか。 

内田委員 地理ということで、世界と日本と大きく二つの視点があるかと思いま

す。私の印象では、教育出版が、前半に世界的な地理ということで、ほ

かの教科書も使っていることは使っているのですが、ヨーロッパやアメ

リカといった世界地理の扱い方としては、とても見やすいという印象が

あります。視点も良い取組みで記載されていると思います。 

また、帝国書院では、地域学習の関東地方の記述の中で、ニュータウ
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ンの地図において秦野市という地名も出ていて、秦野市の中学生が学ぶ

うえでは、自分の住んでいる都市の名前が教科書に出てくることは、先

程、検討委員会の意見の中にもあったかと思いますが、教科書としては

魅力があるという、きっかけづくりにはとても良いのではと思います。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

髙槗委員 小学校から中学校へのつながりということで考えますと、小学校では

日本を中心に学習していて、中学校では世界に目を向けていくことにな

ると思います。どの教科書も写真を多く取り入れていて、とても見やす

いと言う印象を受けましたけれども、帝国書院は最初の見開きのページ

で、「世界に広がる日本の文化と技術」というページがありまして、寿

司やカラオケ、アニメなど世界に伝わっている日本のものが紹介されて

います。 

また、構成においても、最初に地球全体、次に世界の地域を６つに分

けて学び、そのあと日本について学ぶという形式はすべての教科書がそ

うなっていましたが、私は帝国書院がすっきりとまとまっていてわかり

やすいのではないかなと感じました。 

飯田委員 今、髙𣘺委員からどの教科書も写真が多いということが言われました

が、中でも帝国書院は、地図やグラフ写真などが大変大きく、そして多

く掲載されているのが、とても見やすくて良いと感じました。写真が中

心のページも多くあり、子ども達の関心が高まるような工夫がされてい

ると思いました。あと地理的分野に関しましては地図との関連性も考え

ることが必要だと思います。 

望月委員長 それでは意見がなければ投票に移りたいと思いますが、投票に移って

もよろしいですか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、社会 地理的分野について投票を行います。投票用紙の配

付をしてください。 

 ―投票― 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

望月委員長、帝国書院。髙𣘺委員長職務代理、帝国書院。内田委員、

帝国書院。飯田委員、 帝国書院。内田教育長、東京書籍。 

以上でございます。 

望月委員長 それでは開票の結果、中学校社会、地理的分野につきましては、帝国

書院が４票、東京書籍が１票。よって帝国書院に決定いたしました。 

続いて、中学校社会、歴史的分野に移ります。 

事務局から説明をお願いします。 

 教育指導課長 社会 歴史的分野の発行者は、東京書籍、教育出版、清水書院、帝国

書院、日本文教出版、自由社、育鵬社、学び舎の８者になります。 
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教科・種目別の観点としましては、諸資料に基づいて多面的・多角的

に考察するために、社会的事象に関する基礎的な知識や技能等を習得さ

せるよう配慮されているか。思考力・判断力・表現力等の能力育成につ

いて配慮されているか。統計その他の資料は、最新のもので、信頼性が

あり、生徒の発達の段階に即しているかになります。 

 教科用図書採択検討委員会の主な意見ということで、ご報告いたしま

す。どの教科書も、資料集が必要でないほど豊富に資料が載せてあると

思う。中学校の歴史学習では、その時代の社会、政治経済、文化などを

総体的に学ぶ。取り上げる人物が多すぎると、歴史が苦手な子にとって、

拒否反応につながらないか心配である。日本と世界の出来事の関係を理

解しておくと、高校など次のステップに上がった時に選択の幅が広がる

と思う。日本と世界の歴史のつながりを矢印で示す育鵬社は視覚的にも

つながりを感じられる。取り上げる人物が多いというのは一長一短ある

と思う。考える歴史という視点から編集されているかが大事である。「も

し自分だったら」とその人物に置き換えて考えたり、立場の違いから物

事を考えたりできると、歴史を身近に感じられると思う。文字だけでは

伝わらないこともあるので、イメージをわかせるために写真資料などの

役割は大きいと思う。学習をする前に目的・めあてを提示し、最後に振

り返り・まとめをすることが学力向上につながると言われる。見開き２

ページの中に課題とまとめが入っているとわかりやすいと思う。清水書

院はそれを意図した構成になっていて見やすいと思う。教育出版は、言

語活動が工夫されていると思う。 

以上でございます。 

望月委員長 以上の説明ですが、ご意見、ご質問等お願いします。。 

内田委員 歴史分野は、とても多くの出版社から教科書が出ておりまして、それ

ぞれ認定を受けている教科書ということですから、基本的には扱ってい

る内容は同じかと思いますけれども、検討委員会でもご意見あったかと

思いますけれども、歴史はやはり暗記科目にしないようにしなければな

らないのかなという気持ちがあります。それよりも中学校で歴史を一通

り体系的に学ぶ最初のステップになるのかなと、歴史を流れとして捉え

ていくところがとても大事かなと思いますが、その中で考えさせる部

分、いかに子ども達に歴史を認識してもらうのかというところがポイン

トになると思います。どの教科書もそれぞれ特色があるわけですが、拝

見させていただいて、清水書院は、ひとつひとつのテーマが見開きの２

ページでまとまっていまして、ページの両側に資料や写真が配置されて

いて、非常に見やすい、学びやすい印象を受けました。そういった意味

で私は清水書院が良いのではと思っております。 

教育長 先程、多面的、多角的という説明がありましたが、それぞれの教科書
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はそれぞれ特徴をもった工夫がされていると思います。特に気になった

のは、育鵬社の巻末に年表がありますが、日本と世界の政治的、文化的

な交流という視点でまとめがしてあって、これが矢印で結ばれていま

す。日本の歴史の流れ、また、世界の歴史を背景にして各時代の特色を

ふまえて理解するための一つの方法なのかなと、関連するものがわかり

やすいのかなという気がいたしました。 

それから東京書籍ですが、地理と同様に学習の導入から課題づくり、

まとめという形までが示されておりまして、学習の流れが把握しやすい

と思いました。また、各章のはじめに小学校で学習した内容が記されて

おりまして、中学校の歴史の学習に入る際に抵抗感がないという印象を

持ちました。このような工夫は良いのではないかと思いました。さらに、

資料などが充実していて見やすさを感じました。 

飯田委員 歴史ですが、今、教育長がお話の中で育鵬社の巻末に年表があるとい

うことが出たのですが、私は巻末ではなくて、「歴史学習のまとめ」と

いうところが目に留まったのですが、日本の歴史重大事件とか、日本の

歴史で重大な役割を果たした人物ベストテンですとか、こういったもの

を最後に生徒が振り返って勉強ができるのかなと思いました。また、検

討委員会の中で取り上げている人物が多いという意見もあるようです

が、人物から興味関心がわいて、その人物やその周りで起こった歴史を

調べることができて、その点が私は良いなと思いました。 

髙槗委員 多くの教科書で、学習のまとめができるようにいろいろな工夫がされ

ておりまして、社会の力がつけられるのではないかなというようにいろ

いろ配慮されていると思います。清水書院での「まとめてみよう」とい

うものがありまして、学習の振り返りができるような課題が設定されて

います。生徒が自分で学んだことをしっかりと確認できて良いと思いま

す。 

育鵬社についても、読んでみるとすごく面白いと感じました。しかし、

歴史を学ぶスタートの時点の教科書としては、取り上げている人物が少

し多すぎるのではないかと感じました。ある程度歴史を学んでから読む

と、副読本的な意味合いもあって大変面白いと思いますが、初めて歴史

を学ぶ中学生としてはどうかなという気がしております。 

望月委員長 それでは、私ですが、教育出版は各章の終わりに各時代を体感できる

ような、構造図を基にして、時代の特色を考えあって、表現する活動が

取り入れられて、工夫されているなという印象を持ちました。どの教科

書も各委員が言っているように、生徒が考えて表現できるような構成に

ついて工夫しているといった印象を持っています。 

また、清水書院は歴史のひとつひとつの内容について、まんべんなく

取り上げているなと思いました。すべてに付箋を付けて、チェックしま
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したが、一番まんべんなく取り上げられているのは清水書院かなと思い

ました。歴史について非常に興味関心の強い子どもとか、あるいは反対

にそれほど興味や関心のない子どもとかクラスには様々な生徒がいる

中で、清水書院は、写真や図版が本文とつながるように彩色されるなど、

読みやすさや考察がしやすいような工夫がされているという印象を持

ちました。 

ほかにどうでしょうか。 

飯田委員 先程も人物の話が出ましたが、二宮尊徳を取り上げているのは、教育

出版、自由社、育鵬社の３者があります。自由社、育鵬社においては、

半ページから１ページの紙面にしっかり説明されています。これは二宮

尊徳にゆかりのある秦野では、教科書にとりあげられているものが良い

のではないかと思いました。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

それでは、無ければ投票に移りたいと思いますが、投票に移ってもよ

ろしいですか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、社会 歴史的分野について投票を行います。投票用紙の配

付をしてください。 

 ―投票― 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

望月委員長、清水書院。髙𣘺委員長職務代理、清水書院。内田委員、

清水書院。飯田委員、育鵬社。内田教育長、東京書籍。 

以上でございます。 

望月委員長 それでは、中学校社会 歴史的分野につきましては、東京書籍 １票、

清水書院 ３票、育鵬社 １票、よって、清水書院に決定いたしました。 

続いて、中学校社会、公民的分野に移りたいと思います。 

事務局から説明をお願いします。 

 教育指導課長 社会・公民的分野の発行者は、東京書籍、教育出版、清水書院、帝国

書院、日本文教出版、自由社、育鵬社の７者になります。 

教科・種目別の観点といたしましては、諸資料に基づいて多面的・多

角的に考察するために、社会的事象に関する基礎的な知識や技能等を習

得させるように配慮されているか。思考力・判断力・表現力等の能力育

成について配慮されているか。統計その他の資料は、最新のもので、信

頼性があり、生徒の発達の段階に即しているかになります。 

 教科用図書採択検討委員会の主な意見ということで、ご報告いたしま

す。東京書籍は、各単元のはじめに小学校で学習したことを取り上げて

いる。小中学校の関連を考えると、生徒たちがわかりやすいと思う。教

育出版のように、公民で学ぶ内容が具体的に示されていると生徒が分か
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りやすいと思う。自分たちの生活と結びつきの深い内容の部分につい

て、例えば帝国書院は、今後必要とする知識や求められている力が演習

を通して身につくよう意識されていると思う。解説が多いものよりも、

生徒が身近なこととしてとらえ、自分で考え判断するという構成内容の

教科書がよいと思う。公民は、自分の身の回りの生活の中で、現在、未

来を含めて自分にふりかかってくる課題や生活をしていく上で必要な

事柄について、自分で考えて解決する力を付けることが重要である。公

民は、「対立と合意」「効率と公正」が社会を生きていく上で大切であ

るという見方、考え方が貫かれている。東京書籍のように、各内容の中

でマークや方向性が示されていると生徒たちが分かりやすいし、先生も

指導しやすいと思う。生徒が授業で何を学ぶのか、課題やテーマがしっ

かり示され、さらに最後にまとめができる構成になっていることが大事

であり、且つ資料も分かりやすいとよいと思う。 

以上でございます。 

望月委員長 それではご意見、ご質問等お願いします。 

教育長 公民というものについては、私たちの世代では公民というものはなか

ったわけですが、そういう意味では教科書の中でこの公民について、全

ての教科書に「公民」についての説明がされています。例えば育鵬社で

は「なぜ公民を学ぶのか」ということが冒頭に出てきます。それから、

自由社では「この教科書で学ぶにあたって」ということが出てきます。

それぞれそういった形で、教育出版では「公民の学習を始めるにあたっ

て」という表記になっておりますし、こういう表現の仕方が正当かどう

かはありますが、小学校から中学校に行ったときに公民という言葉を聞

いて、どちらかというとそのことを理解するということが必要なのでは

ないかと、そういう意味では、それぞれのところが工夫されているのだ

なと思います。その中では、教育出版の「公民の学習を始めるにあたっ

て」というのが私としては一番わかりやすかったかなという気がいたし

ております。 

それから東京書籍で、「公民にチャレンジ」という枠を設けて、２０

のテーマが「バリアフリーについて考えよう」から「文化の多様性につ

いて考えよう」まで、具体的な課題を取り上げていまして、生徒自身が

考え、話し合う活動、発表ができるように工夫されているなという印象

を持ちました。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

髙槗委員 私は、公民の教科書は知識を身につけるだけのものではなく、生徒自

身が社会の中で生きていくうえで、身近なものとして取り上げながら考

えることができるようなものがよいと考えています。５市町の調査研究

の結果を見ますと、すべての教科書が思考力・判断力・表現力等の能力
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の育成について配慮されていると思います。東京書籍は、「対立と合意」

「効率と公正」の見方や考え方を活用して、トラブル解決策を生徒が考

えるという仕組みになっている、またやってみようとか公民にチャレン

ジということで小グループで話し合い、活動などをするような配慮がさ

れている、そういうような場面が設定されていることが良いと思いまし

た。 

飯田委員 先程、内田教育長もおっしゃっていましたが、公民の教科書で何を学

ぶのかということが各教科書、形は違いますが公民とはこういうもの

で、何故学ぶのかということが書いてあります。私は、それを見て、育

鵬社の巻頭にある「なぜ公民を学ぶのか」という横に、地理と歴史と公

民の概念図がありまして、これが視覚的に見やすく、わかりやすいので

はないかと思いました。そして、「人生ものさし」というページがあり

まして、生徒たちの過去、現在、未来について、考えていくにはこの「人

生ものさし」というのは良いと思いました。また、平和主義条項などに

ついてイタリアなど複数の国の憲法が紹介されていまして、比べて考え

る機会を設けてくれている教科書だと思います。 

望月委員長 どの教科書も、とにかく考えること、説明する、話し合うこと、発表

するというようなことに配慮されていて、いわゆる言語活動が重視され

ているなという印象を持ちました。育鵬社は各章の最後に学習のまとめ

があって、それで各章の内容について、自分の言葉でまとめたり、ある

いは、思考力・判断力・表現力を養う工夫がなされているかなという印

象を持ちました。言語活動を重視しているということの中では、どれも

そういう配慮がされているのですが、とりわけ東京書籍と帝国書院は多

様な表現活動ができるようになっているという印象を受けました。 

清水書院は、巻頭に「学習のはじめに」というページを設けて、公民

ってなんなのだろうという投げかけをすることで、生徒の学習の動機づ

けを行っているというところでは賞賛できるかなという印象を持ちま

した。 

内田委員 公民もいろいろなところから教科書が出ていて、たしかに育鵬社の時

間と空間の図というのは、とてもおもしろいなと思っております。公民

は日常生活の中で、子どもたちがこれから社会の中でどうのように関わ

っていくのかということであったり、今何が起きているのか、世の中は

どのように変わっていこうとしているのかということを学んでいける

ような力をつけるということもとても大事なのかなというように思っ

ています。それで７者の教科書の中で、私が一番印象を受けたのが、教

育出版の最初のところで、新聞の活用というのが４ページにわたって、

非常に詳しく情報源として活用できるようなところが非常に特色のあ

る教科書になっているという印象があります。もう一つ、世の中の変化



 16 

の中でグローバル化というのが進んでいると思いますが、グローバル化

に関しての内容や取扱いを見ると、やはり教育出版が国際平和という視

点の中で、日本がどのように役割を担っていくべきかというようなとこ

ろが一番記述としては、良かったのではないかなと思っています。です

から私は教育出版が良いという印象を持っています。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

それでは、無いようですので投票に移りたいと思いますが、投票に移

ってもよろしいですか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、社会 公民的分野について投票を行います。投票用紙の配

付をお願いします。 

 ―投票― 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

望月委員長、東京書籍。髙𣘺委員長職務代理、東京書籍。内田委員、

教育出版。飯田委員、育鵬社。内田教育長、東京書籍。 

以上でございます。 

望月委員長 それでは中学校社会 公民的分野につきましては東京書籍３票、教育

出版１票、育鵬社 １票ということで東京書籍に決定いたしました。 

続いて、中学校地図です。 

事務局から説明をお願いします。 

 教育指導課長 地図の発行者は、東京書籍、帝国書院の２者です。 

教科・種目別の観点としましては、基本図・部分図・資料図などは適

切に配列されているか。統計、各種の資料は、最新のもので、信頼性が

あり、生徒の発達の段階に即しているか。地図・絵図・索引などが適切

であり、生徒の発達の段階に即しているかになります。 

 教科用図書採択検討委員会の主な意見はということで、ご報告いたし

ます。帝国書院の東アジアから見た日本という視点はよいと思う。生徒

はそういう視点の地図を見てびっくりするのではないかと思う。南北逆

転の地図もそうだが、そういう視点、感覚を生徒たちに感じさせること

は大事だと思う。小学校では３年生から社会科が始まり身近な地域学習

から入るが、社会の学習以外でも地図は様々な場面で活用している。小

学生は帝国書院の地図を使用しており、中学校でも慣れ親しんだものを

使えるとよいと思う。写真も大きく見やすいと思う。帝国書院の「やっ

てみよう」「地図をみる目」などのコーナーは演習的な取り上げ方がお

もしろいと思う。 

以上でございます。 

望月委員長 以上の説明ですが、ご意見、ご質問等お願いします。 

教育長 今、説明がありましたが帝国書院の東アジアから見た日本という視点
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の説明がありました。大陸側から見て、日本が横にあって、通常我々の

感覚は、斜めに日本があるのですが、そうではなくて横に日本があると

いう、こうした視点というのは、先程生徒が驚くのではという話があり

ましたけれども、こうした視点から日本を見てみるという、感覚的なも

のも必要なのかなと思いました。いつも日本が中心にある地図ばかりを

見ているだけでなく様々な視点で学ぶということが、必要なのではない

かと思いました。 

飯田委員 先程、地理のときにも発言させていただいたのですが、地理的分野と

地図は同じ方が良いと思いまして、私は、帝国書院が良いと思います。

それだけではなく、竹島や尖閣諸島が地図上に写真ではっきりと掲載さ

れていて、場所やどのような島なのかということが分かりやすくて良い

と思います。 

望月委員長 私は、それぞれ良いところがあって、大変迷いました。昨年度、小学

校で採択したのは帝国書院の地図で、現在使用しています。それ以前も

帝国書院の地図を使用してきているわけですが、東京書籍、帝国書院ど

ちらの地図も大きく、わかりやすく説明されているということを思いま

した。決定的なポイントはないのですが、長い間見慣れているせいか帝

国書院の地図が見やすく感じるという印象を持ちました。 

髙槗委員 帝国書院の「やってみよう」「地図を見る目」などのコーナーは、地

図を活用して社会の課題を考えることができてよいと思います。先程、

教育長が言われましたが、東アジアと日本で大陸から日本を見た地図が

ありますが、大陸から日本へ様々な文化や文明が入ってきている、その

ような交流を考えるときに、鑑真和尚のルートや遣唐使のルートなども

示されていて、古代に人がどのようなルートを通って大陸に行ったの

か、また大陸から来たのかということがわかりやすく書かれているので

良いと思いました。色合いが慣れているせいか私も帝国書院の地図が見

やすく感じるので、また小学校からの連結ということも考えまして、帝

国書院の地図が良いのではと思います。 

内田委員 神奈川県の地図がどちらも拡大版で切れてしまっているのが残念な

んですが、そういった意味ではどちらの教科書も甲乙つけがたいという

印象がありますが、先程、教育長が言われたように帝国書院の大陸から

見た日本列島の地図というのは普段見慣れない地図でして、異なる視点

でものを見るという意味では地図帳としては良いのかなと思いました。 

望月委員長 ほかにありますか。 

それでは、投票に移りたいと思いますが、投票に移ってもよろしいで

すか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、中学校地図について投票を行います。投票用紙の配付をお
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願いします。 

 ―投票― 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

望月委員長、帝国書院。髙𣘺委員長職務代理、帝国書院。内田委員、

帝国書院。飯田委員、帝国書院。内田教育長、帝国書院。 

以上でございます。 

望月委員長 それでは開票の結果、中学校地図につきましては帝国書院が５票とい

うことで帝国書院に決定いたしました。 

続いて、中学校数学に入ります。 

事務局から説明をお願いします。 

 教育指導課長 数学の発行者は、東京書籍、大日本出版、学校図書、教育出版、啓林

館、数研出版、日本文教出版の７者になります。 

教科・種目別の観点としましては、数学的活動として、数や図形の性

質などを見いだす活動、数学を利用する活動及び数学的に説明し伝え合

う活動が適切に配列されているか。基礎的、基本的な知識、技能の定着

を図るため、発達や学年の段階に応じたスパイラルによる学習活動は適

切に配列されているか。言葉や数、式、図、表、グラフなどを用いて表

現したり、説明したり、伝え合ったりする活動が適切に取り上げられて

いるか。そろばん、電卓、コンピュータや情報通信ネットワークなどの

利用が適切に設けられているかになります。 

 教科用図書採択検討委員会の主な意見ということで、ご報告いたしま

す。基礎基本・応用・発展について、どこに重点をおくか、どのような

時間配分をするか、生徒一人一人の進度は違うのでなかなか難しい。啓

林館の別冊は、教材として基礎基本から発展までそろっているのでよい

と思う。東京書籍はＩＣＴや情報機器など生活にかかわっている身近な

ものが取り上げられ、生徒が関心をもちやすいと思う。小学校では、自

分の考えを説明するのが苦手な児童が多いと感じている。東京書籍のマ

イノートは説明の仕方やノートの作り方など参考になると思う。どの教

科書にもあるが、巻末にある付録は小学生はとても好きで意欲的に取組

むので、中学生でも同じではないかと思う。言語活動が重視されている

中、説明したり伝え合ったりする活動について、学校図書では説明し合

う機会が取り入れられ、教育出版では自分の考えを表現できるようにな

っている。このような活動が多くあると数学の力がついてくると思う。 

以上でございます。 

望月委員長 以上の説明ですが、ご意見、ご質問等お願いします。 

内田委員 数学もたくさんの出版社から出ておりまして、今説明にもありました

が、東京書籍の「数学マイノート」は、説明の方法をかなり具体的に例

示してありまして、どのように説明するか、理解しているかどうかを把
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握するうえでは、自分の言葉で説明できるかということもあるかと思い

ますが、それが苦手な生徒にとっても非常にわかりやすい、勉強しやす

い教科書ではないかなと思います。どれも皆工夫してあって、付録もつ

いていて、興味や関心を引くものになっていると思いますが、そういっ

た意味では東京書籍が特色があるかなと思います。 

教育長 内田委員からお話しありましたが、どこの教科書も生徒が自分の考え

を説明することについて工夫されていると感じました。その中で日本文

教出版では、全国学力学習状況調査の問題が取り上げられていまして、

これがどのように活用されるのかなと思ったのですが、学校では、今ま

での過去の問題について意識して取組んでいるというように承知をし

ておりまして、そういう意味では敢えて教科書に取り上げられていると

いうのは特徴的なことなのかなと思いました。それから教育出版は印象

ですが問題数が多いなと、問題集のような印象を持ちました。それから

啓林館は、別冊で最後にマスナビブックというものがついています。こ

れは生徒が失くしてしまわないか心配をしたのですが、小学校からのつ

ながりや生徒が興味をもって取り組む課題などが整理されているとい

うことで、問題の量も含めて、適度なのかなという印象を持ちました。 

望月委員長 どの数学の教科書も、小中のつながりを考えて、既習事項をもとに考

えるように意識されていると思いました。 

大日本図書は数学に関連した日本の伝統文化を紹介するとか、大きな

貢献をした世界の数学者を取り上げたりして、国際化する今の時代を捉

え、国際理解を図っているという編集の姿勢を感じました。それから学

校図書は共同で学習を進めることができるように工夫されていてなか

なか面白いなという印象を受けました。啓林館は、今教育長もおっしゃ

った別冊のマスナビブックですが、表紙も中身も非常に工夫されている

なというように思いまして、こういうものがあると家庭でも子どもたち

は勉強しやすいのではないかなと思いました。全国の学力状況調査を見

ても、家庭での学習ということが課題であるという指摘がされている中

で、こういうものがあると家庭での学習というものがしやすいのではな

いかという印象を受けました。 

ほかにどうでしょうか。 

飯田委員 数学なんですが、７者でておりますが、先程から教育長、教育委員長

のお話しの中にでているマスナビブックですが、私も啓林館のマスナビ

ブックがいいなと思いました。この中で、「学びをつなげよう」、「学

びを生かそう」という二つに分かれていまして、「学びをつなげよう」

のページでは、小学校で学んだことが振り返られるようになっているの

が子どもたちも理解ができて、良いのではないかなと思います。また、

自由研究のテーマの例などが掲載されているなど、生徒が復習をするこ
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とや興味をもって取り組むように工夫されているように私は思いまし

た。 

髙槗委員 啓林館の「みんなで話し合ってみよう」や「自分のことばで伝えよう」

というところで、複数の考え方や解決方法がある問題を取り上げて、生

徒が仲間とともに伝え合いながら考える学習ができる工夫がされてい

て良いと感じました。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

教育長 先程、言い忘れてしまったのですが、巻末にそれぞれ多面体の展開図

がすぐに外れるようについておりまして、例えば啓林館の円周角の定

理・発見リストという多面体の展開図がないものを扱っておりまして、

こういったものに興味を持つことが、数学に臨むという意味では、必要

なのかなというように思いました。この円周角の定理・発見リストとい

うのはもう一度よく見たいなという印象を持ちました。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

それでは、投票に移ってよろしいでしょうか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、数学について投票を行います。投票用紙の配付をお願いし

ます。 

 ―投票― 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

望月委員長、啓林館。髙𣘺委員長職務代理、啓林館。内田委員、東京

書籍。飯田委員、啓林館。内田教育長、啓林館。 

以上でございます。 

望月委員長 それでは中学校数学ですが開票の結果、東京書籍１票、啓林館４票、

よって中学校数学は啓林館に決定いたしました。 

続いて、中学校理科に移ります。 

事務局から説明をお願いします。 

 教育指導課長 理科の発行者は、東京書籍、大日本図書、学校図書、教育出版、啓林

館の５者になります。 

教科・種目別の観点としましては、科学に関する基本的概念の定着が

図れること、さらに、科学的な見方や考え方、総合的なものの見方が育

成できるよう配慮されているか。科学的な思考力、表現力の育成が図れ

るよう、目的意識を持って観察、実験を主体的に行い、観察、実験の結

果を分析し解釈する能力や、導き出した自らの考えを表現する能力の育

成に配慮されているか。科学を学ぶ意義や有用性を実感させ、科学への

関心を高められるよう、日常生活や社会との関連が図られたり、環境教

育の充実が図られたりするよう配慮されているか。科学的な体験、自然

体験の充実を図るため、原理や法則の理解を深めるためのものづくりや
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継続的な観察や季節を変えての定点観測など、科学的な体験や自然体験

の充実が図れるよう配慮されているかになります。 

 教科用図書採択検討委員会の主な意見ということで、ご報告いたしま

す。大日本図書、東京書籍は写真が充実して、実験の内容の説明もよい

と思う。大日本図書は、秦野市の企業にある顕微鏡が紹介されている。

理科はまずは興味、関心を高めることが大切で、実験・観察などを授業

でどう扱うかがポイントになると思う。驚きや感動を得るためには、先

が見えてしまう編集ではよくないと思う。生徒の興味を高めるよう演出

している教科書もあると感じるが、探求心が広がるような教科書がよい

と思う。啓林館の「マイノート」は、コンパクトにまとまっていると思

う。また、生徒自身の言葉で学習をまとめるのによいと思う。実験を結

果から考察するときに、自分の言葉でうまく表現できないときは、仲間

と教え伝え合う学習過程を続けていけばできるようになると思う。その

ような過程を載せている教科書がよいと思う。 

以上です。 

望月委員長 以上の説明でありますが、ご意見、ご質問等お願いします。 

内田委員 本当に最近の教科書はカラフルになっていますね。見やすくなって、

興味を持って勉強できるのではないかと思います。生徒自身が観察や実

験を行い、考えて表現するというところまで行くと理想的だと思いま

す。理科の場合はある程度学習するうえでは、特に初期段階においては、

もちろん理解したうえでですが、言葉を覚えなくてはならない面があり

ます。先程の数学では、どちらかというと考える力がとても重要です。

一方、理科の場合は、ある程度、覚えていく言葉というものがあると思

いますので、特に啓林館の「マイノート」ですね、これで学んでいくこ

とを整理されている中で、覚えていくという、これが教科書としてはと

てもいいのではないかなと思います。また、啓林館と大日本図書は神奈

川県の写真も何枚か使われていますし、見た目も啓林館は本当によくで

きている教科書ではないかなというように感じております。 

望月委員長 私は教育出版は、単元末の「基礎基本問題」、東京書籍では「学習内

容の整理」ですとか、大日本図書は、「問い・章末問題」、学校図書は

単元末の「学習のまとめ」などのように、どの教科書も基礎基本をしっ

かりと習得できるように配慮されているなという感想を持ちました。そ

の中でも、特に啓林館は「マイノート」と教科書の二部構成になってお

りまして、基礎基本から応用力、あるいは科学的思考も育成できるよう

に配慮されているかなとそういった構成になっているという感想を持

ちました。 

ほかにどうでしょうか。 

飯田委員 私は保護者の視点から見て、子どもたちがノートをまとめる際に啓林



 22 

館の「マイノート」が役に立つと思いました。また、採択検討委員会の

中で、コンパクトにまとまっていると思うという意見があるように、子

どもたちが使いやすいのかなと思いました。また、後ろに保護者あてに

「保護者の皆様へ」という欄がありまして、これは保護者として子ども

たちが１年から３年まで理科でどんなことを学ぶのかということが何

となくわかっていいのかなと思いました。また、この啓林館はページの

インデックスが「生命・地球・物質・エネルギー」に分かれておりまし

て、学習する領域が一目でわかって、子どもたちにはいいのかなと思い

ました。 

髙槗委員 教育出版は「わたしのレポート」というのがありまして、観察や実験

の内容を生徒自身がまとめられるように記入例が例示されています。特

に１年生とっては丁寧な説明で大変良いのではないかなと思います。ま

た、啓林館にも先程から何度も話にあがっていますが、「マイノート」

というのがありまして、ノートのまとめ方などが示されていて、生徒に

とってもとても参考になると思います。また、啓林館は、写真を効果的

につかっている教科書だと感じました。写真のアップがとても多いの

で、生徒が興味をもって観察や実験に結びつくのではないかと思いま

す。大日本図書は、実物大の心臓を掲載していて、大変リアルで驚きま

した。 

教育長 先程、内田委員からも話がありましたが、それぞれの教科書が大変き

れいになって鮮やかな写真が載っていて、今、髙槗委員からも心臓の話

がありましたが、一瞬はっとするようなものもありますけれども、それ

ぞれ個性があるなという印象を持ちました。先程、事務局から説明のあ

った大日本図書の学習内容にかかわる職業というところの原子の研究

と開発という部分で、原子 1個の大きさまでも観察することができると

いう原子間力顕微鏡、私も実は初めてこの名称を知ったところですが、

これが秦野市の企業が企業名はありませんが分析機器メーカーという

ことで掲載されている。こういったものが本市にあるということで驚い

たところですが、こういったものも生徒の興味を引くのかなと思ったと

ころです。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

それでは、投票に移ってよろしいでしょうか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、理科について投票を行います。投票用紙の配付をお願いし

ます。 

 ―投票― 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

望月委員長、啓林館。髙𣘺委員長職務代理、啓林館。内田委員、啓林
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館。飯田委員、啓林館。内田教育長、大日本図書。 

以上です。 

望月委員長 それでは、開票の結果、中学校理科につきましては大日本図書１票、

啓林館４票、よって啓林館に決定いたしました。 

続いて、中学校音楽一般に移ります。 

事務局から説明をお願いします。 

 教育指導課長 音楽 一般の発行者は、教育出版、教育芸術社の２者です。 

教科・種目別の観点としましては、音楽に対する感性を豊かにし、表

現及び鑑賞の学習内容が相互に取扱われ、音楽活動の基礎的な能力を、

共通事項と関連させた主体的な学習の展開が図れるよう配慮されてい

るか。表現や鑑賞の教材は、多様な音楽の中から適切に選択されている

か。音楽文化についての理解を深める学習内容が適切に取り上げられて

いるかになります。 

 教科用図書採択検討委員会の主な意見ということでご報告いたしま

す。同じ教材を音楽一般と器楽合奏がそれぞれ扱っていること考える

と、発行者が同じ方がよいと思う。教育出版は、カラフルで紙面構成が

きれいだと思う。ページ数や写真も多く、情報量が多い。しかし、音に

特化し、歌う、演奏する、鑑賞する視点だと逆にポイントがしぼりにく

いようにも思う。教育芸術社は、紙面が地味に感じるが、学習のポイン

トはしぼりやすく、まとめやすい印象がある。            

以上でございます。 

望月委員長 以上の説明でありますが、ご意見、ご質問等お願いします。 

教育長 今、説明の中にもあったように、たしかに教育出版はカラフルできれ

いだと思います。そう思いますが、大枠の授業時間数を考えますと年間

に１年生が４５時間、２，３年生が３５時間の授業時間数ですが、これ

は週に１時間程度の授業ということになります。限られている時間の中

で授業を行っていますが、教育出版は、ページ数や写真が多く、情報量

が多いということで、心配なのは表現や観賞などポイントがしぼりにく

くなってしまうのではないかなという思いがしました。 

望月委員長 どちらの教科書もすべての学年の巻末に「君が代」を掲載しています

が、教育出版は、見開きでここだけが厚い紙面になっています。教育芸

術社は、写真やイラストがシンプルな印象を受けました。それから生徒

が音楽の学習をするうえで必要な情報に注目できるので良いのではな

いかと思いました。また、道徳的な価値に触れることのできる歌詞が多

いという印象を受けました。これは、生徒が歌、音楽を通して仲間と心

を響き合わせ、成長するためのきっかけにもなるのではないかという印

象を受けました。 

ほかにありますか。 
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髙槗委員 教育芸術社は、日本の伝統音楽を多く扱っていて、生徒が興味や関心

をもって学習に取組めるようなねらいが設定されていて良いと思いま

した。また、「日本から世界に向けた新たな発信」として、日本の伝統

音楽が海外に紹介され親しまれていることも掲載されています。今、合

唱祭などに取組む学校も多いので、合唱の教材を多く扱い、声の出し方

や指揮の仕方などが丁寧に示されている教育芸術社が良いのではない

かと思います。 

内田委員 音楽は、芸術という科目ですので、見た目のデザインの方が興味関心、

あるいは感覚を養うという意味ではカラフルなデザインの方が良いの

かなというように思います。先程、教育委員長のお話の中で君が代のペ

ージが厚いというのがありましたけれども、厚いだけではなく、このペ

ージのデザインを見ると教育出版の方が国歌に対する楽譜のデザイン

としても良いのではないかなというように感じております。掲載されて

いる曲についても、幅広いジャンルで選曲されていると感じておりま

す。 

飯田委員 音楽は２者ということで、どちらの教科書も、曲とその曲の目標がわ

かるようになっていて、良いと思いますが、教育芸術社は、目次でそれ

ぞれの曲の目標が書かれていまして、その教科書で学ぶことが一目でわ

かって、良いのかなと思いました。また、ビンゴゲームやリズムゲーム

のページがありまして、音楽の記号やリズム作りなどゲームを通して学

ぶことができて、良いのではないかなと思いました。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

それでは、投票に移ってよろしいでしょうか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、音楽一般について投票を行います。投票用紙の配付をお願

いします。 

 ―投票― 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

望月委員長、教育芸術社。髙𣘺委員長職務代理、教育芸術社。内田委

員、教育出版。飯田委員、教育芸術社。内田教育長、教育芸術社。 

以上です。 

望月委員長 それでは、開票の結果、中学校音楽 一般につきましては教育芸術社

４票、教育出版１票、よって、教育芸術社に決定いたしました。 

続いて、中学校音楽器楽合奏に移ります。 

事務局から説明をお願いします。 

 教育指導課長 音楽 器楽合奏の発行者は、教育出版、教育芸術社の２者です。 

教科・種目別の観点としましては、音楽に対する感性を豊かにし、表

現及び鑑賞の学習内容が相互に取扱われ、音楽活動の基礎的な能力を、
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共通事項と関連させた主体的な学習の展開が図れるよう配慮されてい

るか。表現や鑑賞の教材は、多様な音楽の中から適切に選択されている

か。音楽文化についての理解を深める学習内容が適切に取り上げられて

いるかになります。 

 教科用図書採択検討委員会の主な意見ということでご報告いたしま

す。同じ教材を音楽一般と器楽合奏がそれぞれ扱っていること考える

と、発行者が同じ方がよいと思う。教育出版は、音楽一般の教材を多く

取り入れている。また、いろいろな楽器を使って演奏することができる

ことが示されてよいと思う。教育芸術社は琴の演奏で、昔からある楽譜

の形を大きく掲載している。教育出版は「荒城の月」１曲を、琴で１弦

だけと２弦で演奏する方法が載せてある。教育出版は写真を多く掲載し

ていて、生徒が楽器や合奏に興味をもたせる工夫としてよいと思う。教

育出版は、資料が多くすぐに理解しやすいと思う。しかし、生徒に考え

る機会をもたせにくいと思う。                   

以上でございます。 

望月委員長 以上の説明でありますが、ご意見、ご質問等お願いします。 

髙槗委員 合奏曲が多く取り上げられているのが教育出版でありますが、教育芸

術社も幅広いジャンルの曲を取り上げてその中から生徒が選べるので

良いと思います。また、琴や三味線など多くの和楽器についてもどちら

の教科書でも取り上げられていますが、教育芸術社の方が琴について、

とても詳しく取り上げられていますので、日本の伝統や文化ということ

を考えると良いと思います。 

望月委員長 秦野市は、琴が各小中学校に４、５面、教育委員会に５０面あり、各

学校がクラス単位で演奏ができるようなシステムをとっていて、すでに

８校ほどに５０面の貸し出しがあると聞いています。そういったことか

ら考えると、教育芸術社は、琴の演奏で昔からある琴の楽譜を大きく掲

載しています。それから教育出版も扱っているのですが、教育芸術社は

琴の演奏のページで「姿勢と礼儀」について取り上げていまして、よい

姿勢はよい音を生むことや、琴を通して、豊かな心を学ぶ、相手を尊重

し、相手に礼を尽くすという心の持ちようについて書かれています。こ

のことは、今の子どもたちに欠けている部分ですが、道徳にもつながる

価値を学ぶことができて良いと思います。それから、巻末には、写真と

ともに日本の伝統音楽の楽器編成がまとまられていて生徒の関心を集

めることもできるのではないかなと思います。  

ほかにどうでしょうか。 

内田委員 先程、音楽一般は教育芸術社で、それと同じ出版社の方が良いという

検討委員会の御意見もあったかと思いますが、私自身は教育出版の子ど

もたちが先に楽器に触れる機会といえばリコーダー、それから琴も秦野
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市の場合はあるのかもしれませんが、ギターなども触れる機会が多いの

かなという気がしています。そういった時にコード表といったものが、

両者とも出ていますが、教育出版の場合は鍵盤との対応を掲載されてい

て音の関係性、ギターとキーとの関係性など関係を理解するうえでは使

いやすい教科書になっているのではないかなというように思います。た

しかに教育芸術社の「姿勢と礼儀」については良いと感じますが、私は

教育出版の方が良いなと感じています。 

飯田委員 器楽合奏の方も２者ということですが、まず、教育出版の発展のペー

ジになると思いますが、水道管で横笛を作ってみようというのが、私個

人的にはおもしろいと思っています。あと日本の伝統楽器に生徒の関心

が向くような工夫がされていると思っております。そして、教育芸術社

は、先程、内田委員からもありましたが、ギターについて「クラシック

ギター・フォークギター・エレキギター」の３種類の違いが載っていま

して、演奏している風景なども載っているので良いのかなと思っており

ます。 

教育長 今、事務局からの説明もあり、内田委員からもお話のあった音楽一般

の教科書と器楽合奏の教科書で同じ楽曲を扱う場合、同じ発行者がよい

のではないかということについて、確かにそうだなと思うのですが、そ

れぞれどちらにもワークがあって、すべてを取り上げて活用することは

時間的に難しいのかなという印象を受けながら、そんなふうに思いまし

た。教育芸術社は、「アンサンブル」で生徒にとり身近な曲が多く取り

上げられていると思いましたが、内田委員、飯田委員からもお話があっ

たとおり、ギターのコード表に関しては、たしかに教育出版の方がわか

りやすいと思いました。ギターに興味を持って、自分でやりだすという

ことを考えるとやりやすいのかなと思いました。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

それでは、投票に移ってよろしいでしょうか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、音楽器楽合奏について投票を行います。投票用紙の配付を

お願いします。 

 ―投票― 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

望月委員長、教育芸術社。髙𣘺委員長職務代理、教育芸術社。内田委

員、教育出版。飯田委員、教育芸術社。内田教育長、教育芸術社。 

以上でございます。 

望月委員長 それでは、開票の結果、中学校音楽 器楽合奏につきましては教育芸

術社４票、教育出版１票、よって教育芸術社に決定いたしました。 

続いて、中学校美術に移ります。 
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事務局から説明をお願いします。 

 教育指導課長 美術の発行者は、開隆堂、光村図書、日本文教出版の３者になります。 

教科・種目別の観点としましては、生徒が自らつくりだす喜びを味わ

えるように、表現及び鑑賞の内容が適切であり、表現活動の内容を関連

付けたり、一体的に扱ったりして活動の幅が広がる題材が配慮されてい

るか。表現や鑑賞、美術文化などに係る作品は、表現の方法や教材など

が多様なものから適切に選択され、生徒が関心や親しみのもてる作品が

適切に取り上げられているか。印刷やレイアウトは、色彩豊かでバラン

スのとれた構成となっているかになります。 

 教科用図書採択検討委員会の主な意見ということでご報告いたしま

す。光村図書は表現テクニックの説明等丁寧で学習を支える資料が豊富

だと思う。一方で生徒にとって内容が多いのではないかと思う。光村図

書は、発想を広げたり構想を練ったりする具体的な方法が記されている

と思う。学習を進める上で、生徒が主体的に広げたり練ったりすること

が教科書として良い視点だと思う。日本文教出版は写真や作品の掲載が

きれいだと思う。日本文教出版はサイズも一回り大きく見やすいと思

う。美術は書写と違い手本を真似するものではないと思う。教科書にあ

る作品等を参考にして、自分の発想が広げられるとよいと思う。美術は

教科書からヒントを得て、創作活動に広がりがもてるような教科書がよ

いと思う。光村図書、開隆堂のように多くの作品が例示されていると、

創作活動の広がりが制限されてしまうと思う。生徒の豊かな発想を阻害

してしまうのではないかと思う。 

以上です。 

望月委員長 以上の説明でありますが、ご意見、ご質問等お願いします。 

飯田委員 どの教科書も教科書とは思えないほど、カラフルで驚いたところです

が、どの教科書も折込ページを利用して写真を掲載して、迫力のある作

品がたくさん掲載されていると思います。私が興味を引いたのが日本文

教出版ですが、その中で漫画を取り上げて、いろいろな表現と効果につ

いて漫画と昔の日本美術との共通点に注目して話し合うことができる

ようにするなど、こうして漫画を通して生徒たちの興味を引き立てるの

は良いかなと思いました。 

教育長 美術というと私の子どもの頃は今のようなすばらしい教科書ではな

くて、もっと素朴なものであったなという気持ちで各教科書を見ました

が、創造活動の喜びを味わうこと、真似をして描いたり創ったりするの

ではなく、自分の発想を大切に取組めることが大事であると思います

が、そうした意味からすると本物に出会うことや想像を広げられるよう

な教科書が良いのだろうと思います。 

そういった視点からすると開隆堂の折込ページでは、「モナリザ」が、
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光村図書は、「ゲルニカ」が、日本文教出版は、浮世絵で「富岳三十六

景」が原寸大で鑑賞できるようになっています。このような大きさで鑑

賞できることは素晴らしいと思います。 

 中でも日本文教出版は、観賞分野での図版が充実していることや表現

分野が多彩で生徒の関心が高まるのではないかという思いがしました。 

特に、日本文教出版の２年生でしたか、巻頭に伊勢﨑淳という人間国

宝の方の陶芸の作品がありまして、こういったものもめったに見られる

ものではないんだなという、私の実感ですが、そうしたものも感受性を

高めるひとつの手法かなというように思いました。 

内田委員 今回３者ということで、光村図書は、ほかの２者と比べると写真とい

いますか、絵といいますか、インパクトが薄いかなと、相対的に文字が

多いのかなという印象があります。一方、開隆堂と日本文教出版はどち

らかというと写真やデザインが視覚的に飛び込んでくるという印象が

ありますが、特に日本文教出版は、日本の作品を紹介するページでは紙

の質を変えていたり、いわゆる作品の特色を感じられるような工夫があ

って、また扱っている作品なども非常に良い印象を受けました。私とし

ては日本文教出版が良いかなと感じています。 

望月委員長 どの教科書も視覚的に訴えるものになっていて、私はアルバム化です

とかチラシ化といったようによんでいるのですが、時代の流れとともに

そういった傾向になっています。どの教科書も非常に写真がきれいで、

見やすいと感じました。光村図書と開隆堂の表紙の写真はインパクトが

あって、最初に手に取ってみてしまったということがありました。光村

図書は、巻末に「学習を支える資料」のページを設けて、発想等のヒン

トや技法、用具の使い方を参考にできるようにしていますが、これは生

徒側にとっては活用しやすいのではないかなと思いました。また、教科

書に載っている生徒の表情が多いのが印象的で良いなと感じました。 

ほかにどうでしょうか 

髙槗委員 開隆堂の１年の教科書に「人の形のおもしろさ」というところがあり

ますが、ジーンズの端切れのキャンバスの上に、電気コードを釘で留め

ていく手法やアルミの針金を利用している作品が紹介されています。こ

れは発想豊かで自由な制作につながるのではないかというように思い

ました。それと２・３年のはじめのページには、「美術を通して学ぶ大

切なこと」として他人と違っていることを大切にすると同時に他人と同

じであることも大切にすると記載されています。これは、道徳にもつな

がりますが、生徒が創作活動の中で自分の発想が人と違っていても安心

して表現することができるということにつながって、とても大切なこと

だと思いました。それから光村図書の「風神雷神図」も圧巻でしたが、

開隆堂の「モナリザ」もぼかしや遠近法などの技法についても中学生に
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みてほしいなという作品ですし、ゴッホもジャポニズムで日本の浮世絵

にすごく影響を受けています。そういったことも載せていますので、開

隆堂が良いと感じました。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

それでは、投票に移ってよろしいでしょうか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、美術について投票を行います。投票用紙の配付をお願いし

ます。 

 ―投票― 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

望月委員長、光村図書。髙𣘺委員長職務代理、開隆堂。内田委員、日

本文教出版。飯田委員、日本文教出版。内田教育長、日本文教出版。 

以上でございます。 

望月委員長 それでは開票の結果、中学校美術につきましては開隆堂１票、光村図

書１票、日本文教出版３票、よって日本文教出版に決定いたしました。 

続いて、中学校保健体育に移ります。 

事務局から説明をお願いします。 

 教育指導課長 保健体育の発行者は４者になります。 

教科・種目別の観点としましては、生徒自ら課題を設定し解決に向け

て取り組み、その過程を振り返る学習により、問題解決の能力を育成す

ることに適した内容になっているか。健康・安全について生徒が興味関

心を高め、科学的な理解を促すための資料が取り上げられているか。科

学的な理解を深め、思考力・判断力等を育成するために知識を活用する

学習が適切に取り上げられているかになります。 

 教科用図書採択検討委員会の主な意見ということで、御報告いたしま

す。学研教育みらいは平塚や箱根が載っているので子どもにとって身近

に感じると思う。またＡＥＤ・自転車の事故・熱中症・アレルギーなど

日常生活に則している教材を取り上げていると思う。どの教科書も資料

が充実しているが、大修館、学研教育みらいが多い。東京書籍は紙面が

見やすく挿絵も多く、生徒に考えさせる内容が多いと思う。大日本図書

は絵や写真が大きくて見やすいと思う。学研教育みらいは生徒の実際の

生活に結び付けている部分があると思う。東京書籍は写真や挿絵がたく

さんあり、思考力を高める取り組みもあると思う。学研教育みらいは「キ

ーワード」や「探求しようよ」などで学習を深められると思う。東京書

籍や大日本図書は図柄など大きくしてあり見やすいと思う。 

以上でございます。 

望月委員長 以上の説明でありますが、ご意見、ご質問等お願いします。 

髙槗委員 学研教育みらいは、保健分野で写真などの資料が多く掲載されている
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という印象を受けました。また、発展として、「自転車事故と運転者の

責任」について取り上げ、生徒にとっても身近なものとして、自転車の

運転の責任について考える機会を設けているのは良いと思います。大修

館は、心の健康について、「心も“かぜ”をひく」というトピックを掲

載して、つらいと感じることはだれにでもあることやその時には相談す

ること、具体的には「２４時間いじめ相談ダイヤル」や「子ども人権１

１０番」等の電話番号が掲載されているなど、安心して生徒自身が対処

できるように投げかけていて、最近の中学生が命を落とすなどの痛まし

い事件を考えますと一番求められているものが掲載されていると感じ

ました。 

内田委員 保健体育に関してですが、運動やスポーツを通して得られる効果やそ

れを、自分自身の体力向上につなげていくという観点は、今の時代とて

も重要なことだと思います。文部科学省でも「早寝早起き朝ごはん」と

いう取組を推奨していますが、東海大学のスポーツ医科学研究所の先生

と、健康調査や運動を通して体力向上の取組を推進してきたしぶさわ幼

稚園の「早寝早起き朝ごはん」プログラムが、今年の３月に文部科学大

臣表彰を受けたという結果も大切な成果だと思います。この取組は、秦

野の地元にある東海大学と連携することが有効であることの一例です。

例えば、柔道の山下選手、国民栄誉賞をもらっていますが、場合によっ

ては学校に来ていただくことも不可能ではないという気がしておりま

す。山下選手の写真も使われている大修館では、「運動やスポーツの体

への効果」の学習で、得られる効果や体力を高める運動を学び、生徒自

身が自分の体力を高めるための計画を立てる構成になっていて良いと

思います。また、先程、髙槗委員がいわれたように「心も“かぜ”をひ

く」というようなことがありましたが、ストレスマネージメントのこと

などもありますので、体力をつけるという延長線上にもっていくことも

できると思いますし、私は大修館が良いと思っております。 

飯田委員 検討委員会の中でもあるように、東京書籍は、本が大きいということ

もありますが、大変紙面が見やすいと思います。インデックスが学年別

にわかれていて、生徒たちが扱いやすいのかなと思いました。また、口

絵の部分の「スポーツを支える人」に興味をひかれまして、光を浴びる

選手だけではなく、監督、コーチ、トレーナー、マネージャー、そして

アナリスト、こういったスポーツにしても裏方がいることで、選手が輝

いて見えると思っております。そういった面では、生徒も幅広く色々な

スポーツを捉えることができるのではないかなと思っております。ま

た、東京書籍は、図や写真などがバランス良く配置されているような印

象を持ちました。 

望月委員長 大修館は、非常にユニークな部分がありまして、学習の見出しが名詞
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止め、体言止めが多いのですが、用言、いわゆる動詞や形容詞を用いて

います。これは、生徒側にとってみれば非常に印象に残ることではない

かなと思います。この点はほかの教科書よりも配慮されていると思いま

した。また、全国的にもそうですが、特に本市では、今、大きな体育の

課題は、子どもの体力づくりということです。体力づくりという一つの

視点から考えますと、大修館は相当なページ数を割いて、体力を高める

ために、新体力テストを本文中に資料として掲載するなど、生徒自身が

自分の体力を把握することができるような工夫がされているという印

象を持ちました。 

教育長 この保健という分野ですが、大修館と東京書籍の中で、東日本大震災

の時の釜石の奇跡といわれた釜石市の防災教育が大分大きく取り上げ

られていて、大修館では「中学生による率先避難の例」というのが釜石

市の例ですが、また、群馬大学の片田先生がやっておられた防災教育、

この中では率先避難ということで取り上げられている特色のある取組

みだなと思いました。学研教育みらいは、探究や発展の内容が日常生活

に即していて生徒が身近に考えることができるのではないかなと思い

ました。それから、各章末に「章のまとめ」ということで、言葉や基礎

基本の知識の習得とその活用について問題が掲載されているので、これ

は授業の中で活用できるなと思いました。それからスポーツを通じた国

際交流ということで、先程、事務局の説明にありました平塚市が取り上

げられています。身近なところが取り上げられているなという印象を持

ちました。 

望月委員長 いよいよ今、東京オリンピックのことが大変話題になっているのです

が、２０２０年オリンピック・パラリンピックの日本開催について紹介

していますが、例えば大修館は、巻頭の見開きページで、学研教育みら

いは巻末の「日本とオリンピック」のページになるが、今回採択する保

健体育の教科書は２８～３１年度に使用するため、開催時期に重なるこ

とから、生徒に東京オリンピックの関心を持たせるには良いと思いま

す。それから、どの教科書も最後に、体のつくりとか仕組みといったも

のが掲載されていますが、４者を比べると大修館が一番インパクトが強

いと感じました。大修館はきれいにまとまっていて、かつインパクトが

あり、生徒からすると読みやすいかなと思いました。 

ほかにどうでしょうか。 

よろしければ、投票に移りたいと思いますが、よろしいですか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、保健体育について投票を行います。投票用紙の配付をお願

いします。 

 ―投票― 
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 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

望月委員長、大修館。髙𣘺委員長職務代理、大修館。内田委員、大修

館。飯田委員、東京書籍。内田教育長、学研教育みらい。 

以上でございます。 

望月委員長 それでは、開票の結果、中学校保健体育につきましては東京書籍１票、

大修館３票、学研教育みらい１票、よって大修館に決定いたしました。 

続いて、中学校技術・家庭 技術分野に移りたいと思います。 

事務局から説明をお願いします。 

 教育指導課長 技術分野の発行者は、東京書籍、教育図書、開隆堂の３者になります。 

教科・種目別の観点としましては、生活に必要な基礎的・基本的な知

識及び技術の習得のために、製作、整備、操作、調理などの実習や、観

察・実験、見学、調査・研究などの実践的・体験的な学習活動が、適切

に取り上げられているか。生活と技術とのかかわりについて理解を深め

るよう配慮されているか。進んで生活を工夫し創造する能力と実践的な

態度を育てるための学習活動や資料等が、適切に取り上げられているか

になります。 

 教科用図書採択検討委員会の主な意見ということで報告いたします。

東京書籍は、同じページに木材、鉄、プラスチックについて加工の仕方

が掲載されており、比べられるのでわかりやすいと思う。教育図書は、

ミニトマトの露地栽培など、広い土地がなければできない実習例が掲載

されていると思う。東京書籍は、実習例の選択幅が広く、生徒がやって

みたいと思う内容が取り上げられていると思う。東京書籍は、小学校と

の学習項目の接続箇所や基礎基本的な事項を示す箇所が多く充実して

いると思う。東京書籍は、情報モラルの説明が多く、生徒が理解しやす

いと思う。 

以上でございます。 

望月委員長 以上の説明でありますが、ご意見、ご質問等お願いします。 

飯田委員 東京書籍は、本が大きいということから、本当に見やすいという印象

を受けました。また、検討委員会の報告にも出ておりましたが、同じペ

ージに木材、金属、プラスチックの加工の工程が手書きから切断、部分

加工、組立までが一つのページで見れるというのは生徒にもわかりやす

くて良いのかなという印象を受けました。 

望月委員長 東京書籍は、写真やイラストなど資料が多く、生徒にとって参考にし

やすいのではないかと思いました。教科書のはじめに実習を安全に行う

ことができるように資料のページを東京書籍と開隆堂が設けています

が、この安全に行うというのは技術家庭や体育といったものにとっては

非常に大事なことです。東京書籍は４つの分野ごとにコーナーを作って

それぞれに応じた安全への配慮を掲載していて非常にわかりやすいと
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感じました。 

髙槗委員 検討委員会の資料の中にもありましたが、東京書籍は、実習例が多く

あり、生徒が選択する幅が広がり、意欲をもって取り組みやすいのでは

ないかと感じました。また、実習例に難易度が示されていて、生徒自身

が自分に合ったものを選べる工夫がされていて良いと思いました。 

教育長 先程、事務局から説明のあった野菜の栽培のところで、教育図書の大

根の栽培が一つあって、それから、露地で作るミニトマトというのがあ

りますが、峰が２メートル７０センチで幅が９０センチということで相

当大きな事例として取り上げられている、これを学校でやる場合にこう

いったものが用意できるのかなと疑問に思いました。それから、東京書

籍は、生徒が学習に対する関心を持てるような学習題材を取り上げてい

る箇所が一番多いなと思いました。また、巻末に防災手帳というものが

ありまして、切り取って折って使うということで情報の確認ですとか身

近な材料として使うようなものがありまして、例えば家庭において対応

できるというようなものなので、有効利用ができるのかなと思いまし

た。 

内田委員 今、皆様のご意見ですと東京書籍が一番良いとのご意見だと思います

が、たしかに東京書籍も防災手帳や情報モラルの記述が良いと思ってお

ります。同じく情報モラルに関しては、開隆堂も、ネットワークセキュ

リティなどの相応の記述があって、知的財産の保護ということでしっか

りと単元のテーマを設けています。探求ですけれども循環型社会の記述

についても良いと感じております。これから知的財産というのは重要な

視点ではないかなと思います。東京書籍も扱っていますが、開隆堂の方

がより詳しく掲載していて、良いと思っています。 

望月委員長 ほかに追加意見ありますか。 

よろしければ、投票に移りたいと思いますが、よろしいですか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、技術分野について投票を行います。投票用紙の配付をお願

いします。 

 ―投票― 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

望月委員長、東京書籍。髙𣘺委員長職務代理、東京書籍。内田委員、

開隆堂。飯田委員、東京書籍。内田教育長、東京書籍。 

以上でございます。 

望月委員長 それでは開票の結果、中学校技術・家庭 技術分野につきましては東

京書籍４票、開隆堂１票、よって東京書籍に決定いたしました。 

続いて、中学校技術・家庭 家庭分野に移りたいと思います。 

事務局から説明をお願いします。 
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 教育指導課長 家庭分野の発行者は、東京書籍、教育図書、開隆堂の３者になります。 

教科・種目別の観点としましては、生活に必要な基礎的・基本的な知

識及び技術の習得のために、製作、整備、操作、調理などの実習や、観

察・実験、見学、調査・研究などの実践的・体験的な学習活動が、適切

に取り上げられているか。生活と技術とのかかわりについて理解を深め

るよう配慮されているか。進んで生活を工夫し創造する能力と実践的な

態度を育てるための学習活動や資料等が、適切に取り上げられているか

になります。 

 教科用図書採択検討委員会の主な意見ということで報告いたします。

東京書籍は、写真等が見やすく、実習ページが順序立てて載っていて分

かりやすいと思う。東京書籍は、料理のレシピ本のようで教科書を見な

がら料理を作ろうとした時、機能的で開きやすいと思う。情報量は、教

育図書も東京書籍も多いと感じる。東京書籍は、文字が読みやすいが重

たい、大きいという面もあると思う。 

以上です。 

望月委員長 以上の説明でありますが、ご意見、ご質問等お願いします。 

飯田委員 ３つの教科書を見させていただきまして、東京書籍は、技術分野と同

じ大きさで大変見やすいと思いました。また、中にメモリがふってあり

まして、簡単に色々なものの大きさとか、長さについて確認することが

できて便利かなと思いました。 

望月委員長 ほかにどうでしょうか。 

東京書籍は教科や領域の横断的な学びにつながるように小学校との

連動性を示すマークや他教科や道徳などとの関連性を示すマークが使

われていて良いという印象を持ちました。開隆堂につきましては、食生

活の内容では、実習例だけではなく、「調理実習例にあと１品加えてみ

よう」や「電子レンジを使ってみよう」で生徒が自分で考えて調理に取

組むことができるような工夫がなされていて良いなと思いました。 

髙槗委員 東京書籍が防災の観点から行政による援助、自助共助の連携が必要で

３日分の食糧や衣類などの備えが必要だという記載があったり、中学生

の体を作る元となる食生活について、何をどれくらい食べたらいいかと

いうことを、手量りや目量りで推測できるようになっているのは、ぜひ

覚えておいた方が良いかなと思いました。それから、食品成分表をどの

教科書も載せているが、東京書籍は、肉の部位ごとに細かく記載されて

いるので調理する際に参考にすると良いと思います。また、小学校の家

庭科とのつながりもマークで示されているのでそれまでの学習経験を

確認したうえで中学校の食品分野の家庭科につなげることができるの

で大変良い取組みだと思います。 

内田委員 今、地区ごとに一貫教育を進めているということもありますし、その
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中で中学生が小学生あるいは幼稚園の園児と関わりを持っていくよう

な体験をしていくということもあると思いますが、開隆堂のはじめのと

ころで、幼児とのふれあい体験というところが大変特色があって、幼児

とのふれあいの中での具体的な体験の関わり方が具体的に示されてい

るところは、一貫教育を具体的に進めていくうえでは、参考になる教科

書ではないかなと思います。また、「持続可能な社会」の実現に向けて

生徒自身が主体的に考えるページが設けてあって、そういった意味で

は、家庭科を通して生徒がこれから生きていくうえでの色々なスキルを

身に付ける教科書としては、開隆堂の印象が良かったなと思っておりま

す。 

教育長 ３者ともそれぞれ学習の目標というものが記載されていますから、そ

れぞれ目的、意思をもって学習に取り組むことができるように工夫がさ

れているというように思いましたが、そういった中で教育図書の巻頭に

年中行事と私たちの暮らしというのと人生のお祝い事という、どちらか

というと今の時代では忘れ去られようとしていることを、あえて巻頭に

もってきているというところに関心を持ちました。東京書籍の調理につ

いて、検討委員会の報告にレシピ本という報告がありましたが、本当に

レシピ本と見紛うような体裁で紹介している。そのまま家でこれを見な

がら調理ができるというおいしそうな調理例が鮮やかな写真で掲載さ

れているという印象を持ちました。また、開隆堂についても調理例がわ

かりやすいという印象を持ちました。 

望月委員長 ほかにありますか。 

なければ投票に移りたいと思いますが、よろしいですか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、家庭分野について投票を行います。投票用紙の配付をお願

いします。 

 ―投票― 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

望月委員長、開隆堂。髙𣘺委員長職務代理、東京書籍。内田委員、開

隆堂。飯田委員、東京書籍。内田教育長、東京書籍。 

以上でございます。 

望月委員長 それでは開票の結果、中学校技術・家庭 家庭分野につきましては東

京書籍３票、開隆堂２票、よって東京書籍に決定いたしました。 

続いて、中学校英語に移りたいと思います。 

事務局から説明をお願いします。 

 教育指導課長 英語の発行者は、６者になります。 

教科・種目別の観点としましては、「聞くこと」「話すこと」「読む

こと」「書くこと」についての言語活動をバランスよく配置し、コミュ
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ニケーション能力の基礎を養えるように工夫されているか。入門期で

は、小学校で扱った音声や表現などを取り入れるなど、小学校における

外国語活動との関連に留意した構成となっているか。世界の文化やくら

しなど、国際理解を深めることにつながる興味・関心を、引き出し育て

る内容が適切に取り上げられているかになります。 

 教科用図書採択検討委員会の主な意見ということで報告いたします。

三省堂は、題材に教科を超えた幅広い教材が取り上げられている。時代

を超えてメッセージとして伝えたい内容が充実していると思う。三省堂

は、内容、構成、配列、写真・イラスト、文法の整理などがあり扱いや

すいと思う。東京書籍は、１年生の入門期の扱いが丁寧にされている印

象を受けた。小学校との接続を意識していると思う。どの教科書もゲー

ム的な要素を取り入れて生徒の関心を高める工夫をしているが、開隆堂

の導入は楽しそうに感じる。光村図書は、教材のストーリー性など、内

容に凝っていると思う。将来的に小学校３年生から英語が始まる。そう

なるとこれまで以上に小中学校のつながりが重要になってくる。中学校

で生徒が戸惑わないようにすることが大事だと思う。 

以上です。 

望月委員長 以上の説明でありますが、ご意見、ご質問等お願いします。 

教育長 小学校の外国語活動が始まり、まもなく３年生という中学年から取り

組むことになります。小学校で学んできたことが中学生になって途切れ

るようなことがないようにしなければならないと思っています。そうい

ったことを踏まえた中で、東京書籍は、１年生の始めに日常会話などを

音声から入ることで、小学校からつながるように構成されているという

ように思います。また、２年生でタイムリーといってよいのでしょうか、

話題となっている女子サッカーを取り上げています。こうしたことも生

徒の関心を高めるという意味合いがあるかと思います。それから、光村

図書は、教材のストーリーの内容にこだわりがあるように感じました

が、そういうことからか、これまでの教科書とは若干違う印象を受けま

した。三省堂は、検討委員会の報告の中で扱いやすいというお話があり

ましたが、取り上げている教材が生徒の興味や関心を高めて、英語だけ

にとどまらずに生き方などを考える機会にもなるのではないかなと思

いました。 

髙槗委員 東京書籍は、見開きの左右のページの構成が決まっていることや、ま

とめを丁寧に示されていることなど生徒にとって学習しやすいのでは

ないかと思いました。また、開隆堂では、マララさんのスピーチを取り

上げていますが、マララさん自身英語を母国語としない中でのスピーチ

は、生徒にとって年齢も近いので、生き方について考える機会としても

とても良いと思います。教育出版は、物語中の登場人物が修学旅行に行
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く場面がありますが、よくある京都の名所、旧跡の紹介ではなくて、料

亭での食事について取り上げるなど、教材としての中身が大変面白く、

中学生も楽しんで読める内容だと思いますので教育出版が良いと思い

ます。 

飯田委員 教育出版の後ろの付録に、基礎基本の定着を図るための振り返り学習

ができるようになっているように思います。赤色のシートを使うことで

復習などに役立つのかなと思いまして、これは良いなと思いました。そ

れから、三省堂は、３年の教科書でプロテニスプレーヤーの錦織選手の

ことが４ページにわたって掲載されています。今話題の錦織選手です

が、インタビューの場面でも英語で受け答えしているのを子どもたちが

見て、こういった話題に興味を持つことで、英語に興味をもっていける

ような気がしました。この記事は生徒たちの興味をひく題材としては良

いと思いました。 

内田委員 たしかに今、飯田委員が言われたように、赤いシートは良いですね。

実際に英語というと今、中学校の英語だとブロック体のみになっていま

す。三省堂では、総称体という形になっていますが、筆記体に近い形で、

付録にはなるかと思いますが、しっかりと筆記体のような書き方が出て

います。これは東京書籍にも出ていました。こういったものを早いうち

から目に触れていくというのも大事なのかなと思います。そういった意

味では三省堂は良いと思います。 

望月委員長 東京書籍の「Daily Scene」では、場面におけるコミュニケーション

の仕方が学ぶことができる題材が提示されているかなという印象を受

けました。また、１年生の入門期では「Hi,English」という表現を用い

ていますが、どの教科書同様に、小・中の連携・接続を重視していると

いうことが良くわかります。入門期に連携・接続について重視すること

はわかりますが、私も中学校で英語を教えていたことがありますので、

あまり早く文字に入ってしまうというのは英語嫌いを作ってしまうと

いう感覚があります。入門期を見ますと、ｃａｎとかｄｏといった一般

動詞の扱い方が文字として入っていることについて、如何なるものかと

いう感想を持ちました。 

それから、意外に面白かったのは光村図書ですが、中学生の生活を描

いて、ストーリーに構成されていて、大変興味のある内容が載っている

なと思いました。生徒は非常に喜ぶのではないかなと思います。また、

読み物教材として、これは色々と考え方もあるでしょうが、杉原ちうね

さんについて扱っているという姿勢に敬意を表したいなと思います。そ

れから東京オリンピックで普通は１位になった人を取り上げるのです

が、東京オリンピックの時に一番最後になった当時のセイロンの選手で

３周遅れになってしまって、最後皆で拍手して迎えるという非常に感動
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的なことを取り上げていて、当時の記憶が蘇ってきました。非常に充実

した読み物になっていると思います。 

三省堂は非常に工夫されてます。平成２３年に文部科学省がいわゆる

コミュニケーション能力の育成のためにということで「外国語能力の向

上に関する検討会」を設置しまして、そこでいくつか提言がされている

のですが、学習到達目標の CAN-DO というリストを作るようにというこ

とが提言されています。秦野市も今作っています。どの教科書もその趣

旨を生かしたものが掲載されていますが、やはりこの三省堂が、各学年

巻末にわかりやすくまとめられていて、教育現場の先生方は非常に使い

やすいのではないかなという印象を持ちました。それから、「聞く・話

す・読む・書く」の４領域のバランスがとれているなと思いますが、全

体的に、内容、構成、言語材料の配列、文法、写真、イラストなどがう

まく配列されているなという印象を持ちました。総合的にみると三省堂

が色々な面で工夫されているなと思いました。 

ほかにありますか。 

なければ投票に移りたいと思いますが、よろしいですか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 それでは、英語について投票を行います。投票用紙の配付をお願いし

ます。 

 ―投票― 

 教育指導課長 開票の結果を報告いたします。 

望月委員長、三省堂。髙𣘺委員長職務代理、教育出版。内田委員、三

省堂。飯田委員、三省堂。内田教育長、三省堂。 

以上でございます。 

望月委員長 それでは、開票の結果、中学校英語につきましては三省堂４票、教育

出版１票、よって三省堂に決定いたしました。 

これまで各種目別にご審議をしていただきまして、これですべて終了

したわけですが、１５種目すべての採択を終了いたしましたが、一覧表

をつくっていただいて、それを配付した上で、これを採決いたしたいと

思います。 

事務局のほうで議案としての資料を作成いたします時間を若干いた

だきたいと思います。 

暫時休憩とします。 

 ―休憩― 

望月委員長 再開いたします。 

それでは、議案第１８号「平成２８年度に使用する中学校の教科用図

書の採択について」、ただいまご審議いただいたものを一覧表にいたし

ました。説明をお願いいたします。 
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 教育指導課長 それでは、ご審議いただいた結果を議案１８号として報告いたしま

す。 平成２８年度に使用する中学校の教科用図書について、種目発行

者の順で報告します。 

国語、東京書籍。国語・書写、東京書籍。社会（地理的分野）、 

帝国書院。社会（歴史的分野）、清水書院。社会（公民的分野）、 

東京書籍。社会・地図、帝国書院。数学、啓林館。理科、啓林館。

音楽（一般）、教育芸術社。音楽（器楽・合奏）、教育芸術社。

美術、日本文教出版。保健体育、大修館。技術・家庭（技術分野）、 

東京書籍。技術・家庭（家庭分野）、東京書籍。外国語・英語、

三省堂。 

以上でございます。 

望月委員長 ただいまの提案につきまして、審議に入ります。ご質問ないしはご意

見があればお願いします。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、採決に移ります。 

議案第１８号「平成２８年度に使用する中学校の教科用図書の採択に

ついて」、原案のとおり決することでご異議ございませんか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 よって、議案第１８号は原案のとおり可決されました。 

続きまして、議案第１９号「平成２８年度に使用する小学校の教科用

図書の採択について」、提案理由の説明をお願いします。 

 教育指導課長 平成２８年度に使用する小学校の教科用図書についてお願いします。 

小学校教科用図書につきましては、無償措置法により、平成２７年度

から平成３０年度まで４年間は継続して同一の教科書を採択しなけれ

ばならないこととされています。昨年度から本年度に関しまして発行者

等の問題もなく教科書が配付されており、来年度は２年目でございます

ので、２８年度の小学校教科書は、今年度同様に、次のように報告いた

します。 

国語、東京書籍。書写、東京書籍。社会、教育出版。地図、帝国書院。

算数、啓林館。理科、啓林館。生活、東京書籍。音楽、教育出版。図画

工作、日本文教出版。家庭、開隆堂。保健、光文書院。 

以上でございます。 

望月委員長 ただいまの提案につきまして、審議に入ります。ご質問ないしはご意

見があればお願いします。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、採決に移ります。 

議案第１９号「平成２８年度に使用する小学校の教科用図書の採択に

ついて」は、原案のとおり決することでよろしいでしょうか。 
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 ―異議なし― 

望月委員長 よって、議案第１９号は原案のとおり可決されました。 

 続いて、議案第２０号「平成２８年度に使用する学校教育法附則第

９条による教科用図書の採択について」、提案理由の説明をお願いしま

す。 

 教育指導課長 平成２８年度 附則第９条本についてです。他の教科用図書と大きく

性格が異なるものであります。 

この附則第９条による教科用図書と申しますのは、特別支援学級にお

いては、文部科学省の検定を経た教科用図書または文部科学省名義の教

科用図書以外の図書を採択することができる規定でございます。よっ

て、秦野市内におきましても、小中２２校におきまして、特別支援学級

の児童生徒に対して、文科省の目録に登載された教科用図書以外のもの

の希望等を保護者に呼びかけ、毎年、教育委員会で議案として扱ってお

ります。 

今年度、一般図書から教科用図書を希望した児童生徒は、小学校が２

２名、中学校が２３名でございます。この４５名は、一般図書、すなわ

ち、教科用図書を一般図書に差しかえながら特別支援学級での教育活動

に生かすという形になります。 

なお、資料、選定理由一覧等、小学校２２名、中学校２３名の児童生

徒の選択理由等が記されております。この内容については、教育指導課

の特別支援教育担当指導主事が、その児童生徒の特性を確認し、保護者

が希望しているという意向の確認をすべて行った中で今回の議案提出

になっております。 

ご審議をよろしくお願いいたします。 

この資料をもって、教育委員会会議で承認された場合、児童・生徒が

来年度使用できる教科用図書に認定され、来年 4月に供給されることと

なります。 

以上でございます。 

望月委員長 ただいまの提案につきまして、審議に入ります。ご質問ないしはご意

見があればお願いします。 

 ―特になし― 

望月委員長 それでは、採決に移ります。 

それでは、議案第２０号「平成２８年度に使用する学校教育法附則第

９条による教科用図書の採択について」は、原案のとおり決することで

ご異議ございませんか。 

 ―異議なし― 

望月委員長 よって、議案第２０号は原案のとおり可決されました。 

そのほか何かございますか。 
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 ―特になし― 

望月委員長 それでは、以上で臨時教育委員会会議を終了いたします。 

 


